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農民らしく考えられる者と、神官層とに二分できる。この場合前者九六名、後者四五名、更にこれを回畠 所有状況別（主作田畠・分附田畠別）に分類し が、 の第二表である。神官層に
I ；分 類 i神官i諸 i
! 15 ! 81 i 
分附畠 t I 
I j 分 附田 i i I i① ； 1 3 , 12 I 
！ ！ 主作 土 ！ （ ！ 
主作 田 ｜ ！ ！ 
① ｜ ラ I 3 
分附畠 1 I 
！ ！主作田 l i i 
④ ； i 2 I ! 
分附呂 l i I 


























































































にみら るような上からの改革による大きな前進があったことをみのがすことはできない。しかしながら、そのかげにあって、一見、見落してしまいがち 、農民層内部 成長を忘れることはできないのである。彼らの成長があったからこそ、基盤が改革を受け入れるに足るだけに成熟していたからこそ
k
からの改革が成
果をあげ得た だとも言え にち
がいな
い 。
在家の進化について（中村〉
丸山忠綱葉貫磨哉大賞久雄向井晃渡辺整治中村組芳賀秀明中村瑞恵中村山品
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